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チャレンジの長坂泰之ゼミナールです。「商業まちづく
り」に興味がある学生大歓迎！
大きく変化する時代のど真ん中にみんなは生きてま
す。そして、みんなにはこれからたくさんのビッグウェー
ブが訪れます。ゼミ活動で様々なチャレンジをして自分
を磨いて、ビッグウェーブの波に乗れる人材になって欲
しいと思っています。

学生らしくのびのびと活動して欲しいと考えています。
その結果として、商店街のにぎわいづくりに少しでも貢
献してくれたら大変嬉しいです。
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千林商店街は、流通科学大学を設立した中内
功氏がダイエー1号店をスタートさせた地で大学
と所縁のある商店街です。

クイズの企画、クイズの提供、お客様と向き合う
中で様々な能力を身に付けることができました。
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2年生のゼミ生の始めての活動がこの千林商店
街でした。この「昭和写真展」の開催された「ふ
れあい館」で同時開催となりました。

昭和の写真が展示されている中で、学生たち
は、ダイエー、中内功、流通科学大学などに関
するクイズを出しました。

当日はお子さんからお年寄りまで幅広い層の
方々にお越しいただきました。

商店街がコロナ禍で大規模なイベントができないなかで、密を避けながらどのよう
な社会共創活動ができるかを商店街と模索した結果、このような企画となりまし
た。当日は目標を超える方がクイズに回答してくれました。

大阪千林商店街は、長坂ゼミが、2019年度及び2021年度に社会共創活動を
実施した商店街です。当商店街は、本学創業者の中内功氏がダイエー一号店を
出店した商店街で、本学と所縁の深い商店街です。2019年度は、千林商店街
及び京阪電鉄創設110年の節目の年にダイエーなどに関する歴史展示及びクイ
ズを実施しました（当初、ゼミ生による実店舗の出店を検討していましたがコロナ
禍で変更しました）。2020年度はコロナで中止となりましたが、2021年度は、4
年生、3年生、2年生の合同ゼミで、再びダイエーなどに関する歴史展示及びクイ
ズを実施しました。

クイズ作成は、来街する客層をイメージしながらの作業でした。その過程で創造
力が身に付きました。また、クイズの実施に向けて来街者に声掛けをしますが、
なかなか興味を持ってくれません。あの手この手の工夫をしながらクイズに興味
を持っていただくために、実行力や発信力が向上しました。そして、会場となった
「ふれあい館」では、クイズのほかに昭和写真展も同時開催されていることから、
様々なお客様が訪問し、クイズに関係のない質問もあります。そこでコミュニケー
ション力や傾聴力が身に付きました。

コロナ禍で大規模なイベントができないなかで、
密を避けながらどのような活動ができるかを模
索した結果このような企画となりました。

クイズに答えてくれた方には、大学のマスコット
キャラクター「りゅうかちゃん」やダイエーや中内
功さんに関する資料をプレゼントしました。

クイズを通じてダイエー創業者と流通科学大学
の創業者が同一人物であることや大学そのもの
を知っていただくよい機会となりました。

　ダイエー発祥の地の千林商店街が、中内功氏生誕100年の節目の2022年
に、中内氏にスポットを当てたイベントを模索する中で、中内氏に関する歴史展
示及びクイズの実施の依頼があったものです（2022年11月5日から27日に開
催された千林昭和写真展会場において1日間実施）。
事前に大学構内にあるダイエー資料館や中内功記念館で各自がクイズを考え、
クイズ動画を作成し、併せてチラシを作成して当日に臨みました。当日はたくさん
の方々が動画を見ながらクイズに回答しました。

前述のとおり、今回（2022年度）は、中内功氏生誕100年の節目であり、ダイ
エー発祥の地の千林商店街がこの節目に併せて中内功氏にスポットを当てての
イベントを模索している中で、千林商店街側から中内功氏に関する歴史展示及
びクイズの実施の依頼がありました。本事業に参画することにより、地域の商店
街の振興に寄与するとともに、学生も商店街の役員、事務局、商店街に来街す
る消費者との関わりを持つことができ、商店街、学生双方にとってメリットのある
取り組みであると考えています。


